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木

ゆ
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一　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
新
収
本
『
絵
本
双
乃
岡
』

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
、
上
巻
表
紙
見
返
し
の
挿
絵
に
「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
、

下
巻
巻
末
に
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
刊
記
（
版
元
部
分
欠
）
を
記
し
た
江
戸
時
代
の
版
本
二
冊
が
新
た
に
収
め
ら
れ
た
（9 14

・45/

N
83/1､2

）。
本
書
は
、題
簽
を
欠
い
て
い
る
た
め
、図
書
館
で
は
、上
巻
表
紙
見
返
し
の
「
絵
本
双
乃
岡
」
と
い
う
題
を
採
用
し
て
い
る
（
以

下
、「
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』」
と
記
す
）。

　

本
書
を
調
査
し
た
結
果
、元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』（
上
下
二
巻
）
に
表
紙
見
返
し
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
は
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
を
、
京
都
の
版
元
菊
屋
喜
兵
衛
が
求
版
し
、
当
時
、
京

都
で
活
躍
し
て
い
た
浮
世
絵
師
西
川
祐
信（

（
（

（
寛
文
十
一
年
［
一
六
七
一
］
～
寛
延
三
年
［
一
七
五
〇
］）
が
描
い
た
挿
絵
を
新
刻
・
挿
入
し

て
販
売
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
七
）
頃
よ
り
、
菊
屋
は
、
人
気
絵
師
西
川
祐
信
の
手
に
な
る
風
俗
絵
本
や
古
典
文
学
を

題
材
と
し
た
絵
本
を
出
版
し
始
め
、
以
降
、
祐
信
の
絵
本
（
以
下
「
祐
信
絵
本
」
と
記
す
）
を
出
版
す
る
中
心
的
な
版
元
と
な
っ
て
い
っ
た（

（
（

。
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京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
上
巻
表
紙
見
返
し
に
付
け
ら
れ
た
「
絵
本
双
乃
岡
」
と
い
う
題
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
は
、

菊
屋
が
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
上
下
巻
に
描
か
れ
た
祐
信
の
挿
絵
丁
の
み
を
集
め
て
一
冊
本
と
し
、「
絵
本
双な
ら
び

乃
岡を
か　

全
」
と
い

う
題
簽
を
付
け
て
販
売
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
絵
本
双
乃
岡
』
に
は
、

　
（
1
）　

元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
上
巻
に
「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
た
表
紙
見
返
し
を
付
け
た
二
冊
本

　
（
2
）　

元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
上
下
巻
に
描
か
れ
た
祐
信
の
挿
絵
丁
の
み
を
集
め
て
、「
絵
本
双な
ら
び

乃
岡を
か　

全
」
と
い
う
題
簽
を
付

け
た
一
冊
本

と
い
う
、
二
種
の
形
態
の
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
2
）の
形
態
の
『
絵
本
双
乃
岡
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
（
以
下
、「
ア
ル
バ
ー
ト
本
」

と
記
す
）
と
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
（
武
笠
文
庫
）（
以
下
、「
日
大
本
」
と
記
す
）
に
所
蔵
さ
れ
た
二
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
国
内
外

の
祐
信
絵
本
を
網
羅
的
に
調
査
・
研
究
さ
れ
た
松
平
進
氏
の
編
著
『
日
本
書
誌
学
大
系
57　

師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
』（
青
裳
堂
書
店　

昭
和

63
・
6
）
所
収
「
西
川
祐
信
作
画
絵
本
（
69　

絵
本
双
乃
岡
）」
に
、
ア
ル
バ
ー
ト
本
の
書
誌
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
日
大
本
は
掲
出
本
（
ア

ル
バ
ー
ト
本
を
指
す
。　

正
木
注
）
に
表
紙
ま
で
全
て
同
じ
で
、
表
紙
中
央
に
「
絵
本
双な
ら
び

乃
岡を
か　

全
」
の
原
題
簽
を
残
し
て
い
る
」（
163
頁
）

と
あ
る
。

　

松
平
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
ア
ル
バ
ー
ト
本
の
後
表
紙
見
返
し
掲
載
の
菊
屋
の
「
絵
本
板
行
書
目
」
す
な
わ
ち
蔵
版
目
録
が
「
半
丁
二
段

一
四
点
」（
163
頁
）
の
も
の
で
、「
絵
本
双
乃
岡
」
が
冊
数
抜
き
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
ル
バ
ー
ト
本
の
「
絵
本

板
行
書
目
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
松
平
進
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」（
注
3
に
同
じ
）
に
お
い
て
、「
蔵
版
目
録
は
そ
の
冊
数
も
確
定

で
き
な
か
っ
た
時
点
の
も
の
で
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九　

正
木
注
）
頃
の
状
況
を
示
し
て
い
る
」（
10
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
大
本
の
方
の
蔵
版
目
録
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
誌
学
大
系
57　

師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
』
に
お
い
て
、「
半
丁
三
段
二
四
点
で
掲
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出
本
（
ア
ル
バ
ー
ト
本
を
指
す
。　

正
木
注
）
よ
り
後
の
版
行
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
」（
163
頁
）
と
あ
る
。「
半
丁
三
段
二
四
点
」
の
菊
屋

の
蔵
版
目
録
は
、
前
掲
松
平
論
文
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」
で
は
、「
延
享
三
年
頃
（
一
七
四
六　

正
木
注
）」（
11
頁
）
の
も
の
と
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
辻
勝
美
「〈
資
料
紹
介
〉
日
本
大
学
蔵
『
絵
本
双
乃
岡
』
に
つ
い
て
」（『
語
文
』
133
輯
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、
平
成

21
・
2
）
に
お
い
て
、
日
大
本
が
、
原
題
簽
の
付
い
た
表
紙
、
お
よ
び
巻
末
の
蔵
版
目
録
の
図
版
な
ど
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

辻
論
文
で
は
、
蒲
原
義
明
氏
所
蔵
の
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』（
以
下
、「
蒲
原
氏
本
」
と
記
す
）
の
上
巻
の
表
紙
に
、
挿
絵
を
描
い
た

見
返
し
が
付
け
ら
れ
、「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

蒲
原
氏
所
蔵
本
の
前
表
紙
の
見
返
し
は
、
そ
の
書
名
か
ら
は
元
文
二
年
刊
本
の
も
の
で
は
な
く
、
本
来
は
『
絵
本
双
乃
岡
』（（
2
）の

形
態
の
本
を
指
す
。
正
木
注
）
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
こ
れ
が
最
初
か
ら
本
書
の
見
返
し
と
し
て
付

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
挿
絵
・
絵
師
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
広
告
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
す
る
『
絵
本
双
乃
岡
』
の
二
本
（
ア
ル
バ
ー
ト
本
と
日
大
本
を
指
す
。
正
木
注
）
に
は
み
ら
れ
な
い
資
料

と
し
て
注
目
し
て
よ
い
（
57
頁
）。

　

辻
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
蒲
原
氏
本
の
上
巻
表
紙
見
返
し
や
、
下
巻
刊
記
部
分
（
版
元
部
分
欠
）
な
ど
、
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本

双
乃
岡
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
、新
た
に
、京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、「
最
初
か
ら
」（
前

引
辻
論
文
）
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
上
巻
に
、「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
た
表
紙
見
返
し
を
付
け
た
本
が
出
版

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
新
た
な
一
形
態
と
し
て
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
小
稿
で
は
、
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
出
版
時
期
や
版
元
、

お
よ
び
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
に
表
紙
見
返
し
を
付
け
て
出
版
し
た
版
元
の
意
図
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
蒲
原
氏
本
を
紹
介
さ
れ
た
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辻
論
文
に
新
知
見
を
加
え
て
い
き
た
い
。

二　

京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
の
書
誌
と
表
紙
見
返
し

　

京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
の
書
誌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

［
体
裁
］　

大
本
二
冊
。
袋
綴
。
上
下
巻
と
も
原
表
紙
（
紺
無
地
）。
縦
二
五
・
七
㎝
×
横
一
八
・
三
㎝
。

［
題
簽
］　

上
下
巻
と
も
欠
。

［
匡
郭
］　

四
周
単
辺
。
縦
二
〇
・
四
㎝
×
一
六
・
二
㎝
（
上
巻
1
オ
）（
以
下
、
洋
数
字
は
実
丁
数
）。

［
行
数
］　

一
二
行
。

［
表
紙
見
返
し
］　

上
巻
表
紙
見
返
し
に
、「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
、「
兼
好
法
師
旧
跡（

（
（

」
と
い
う
札
が
立
つ
、
桜
の
木

の
あ
る
草
庵
に
、
菅
笠
の
女
性
一
名
、
下
女
ら
し
き
女
性
一
名
、
は
さ
み
箱
を
肩
に
か
つ
い
だ
下
男
ら
し
き
男
性
一
名
を
描
く
。

［
丁
数
］　

上
巻
、
六
七
・
五
丁
（
内
、
挿
絵
五
丁
）。
下
巻
、
五
四
丁
（
内
、
挿
絵
四
丁
）

［
挿
絵
］　

上
巻
、
5
オ
、
5
ウ
、
16
オ
、
16
ウ
、
28
オ
、
28
ウ
、
41
オ
、
41
ウ
、
54
オ
、
54
ウ
。

　
　
　
　

下
巻
、
5
オ
、
5
ウ
、
16
オ
、
16
ウ
、
28
オ
、
28
ウ
、
41
オ
、
41
ウ
。

［
版
心
］　

上
巻
、「
○
つ
上　
　
　

一
～
四
」（
本
文
丁
）、「
○
い
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
上　
　
　

五
～
十
四
」（
本
文
丁
）、「
○
ろ
」（
挿

絵
丁
）、「
○
つ
上　
　
　

十
五
～
廿
五
」（
本
文
丁
）、「
○
は
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
上　
　

廿
六
～
卅
七
」（
本
文
丁
）、「
○
に
」（
挿

絵
丁
）、「
○
つ
上　
　
　

卅
八
～
四
十
九
」（
本
文
丁
）、「
○
ほ
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
上　
　
　

五
十
～
六
十
三
（
終
）」。
下
巻
、「
○

つ
下　
　
　

一
～
四
」（
本
文
丁
）、「
○
へ
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
下　
　
　

五
～
十
四
」（
本
文
丁
）、「
○
と
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
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下　
　
　

十
五
～
廿
五
」（
本
文
丁
）、「
○
ち
」（
挿
絵
丁
）、「
○
つ
下　
　
　

廿
六
～
卅
七
」（
本
文
丁
）、「
○
り
」（
挿
絵
丁
）、

○
つ
下　
　
　

卅
八
～
五
十
終
」（
本
文
丁
）。

［
版
外
］　

上
巻
挿
絵
丁
、「
上
ノ
又
四
」「
上
又
十
四
」「
上
又
廿
五
」「
上
又
三
十
七
」「
上
又
四
十
九
」。
下
巻
挿
絵
丁
、「
下
ノ
又
四
」「
下

又
十
四
」「
下
又
廿
五
」「
下
又
三
十
七
」。

［
刊
記
］　

下
巻
終
丁
に
、「
元
文
二
年
丁
巳
弥
生
吉
日　

書
林
」。

［
蔵
版
目
録
］　

な
し
。

　

以
上
の
書
誌
は
、
辻
論
文
で
示
さ
れ
た
蒲
原
氏
本
の
書
誌
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
一
点
異
な
る
の
は
、
蒲
原
氏
本
に
は
、「
右
肩
の

後
補
題
簽
に
「
つ
れ
〳
〵
草
上
（
下
）」
と
墨
書
き
」（
前
掲
辻
論
文
57
頁
）
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵

本
双
乃
岡
』
は
、
書
誌
の
［
刊
記
］
に
あ
る
よ
う
に
、
版
元
部
分
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
蒲
原
氏
本
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

現
存
す
る
蒲
原
氏
本
・
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
は
、
い
ず
れ
も
、
他
の
版
元
が
、
菊
屋
か
ら
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ

れ
草
』
の
板
木
を
求
板
し
た
後
に
、
出
版
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
上
巻
表
紙
見
返
し
の
絵
が
、
求
版
後
の
他
版
元
に
よ
る
偽
作
で
は
な
く
、
祐
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
は
、
他
の
祐
信
絵
本
の
絵
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
祐
信
絵
本
『
絵
本
花
紅
葉
』（
初
版
は
延
享
五

年
［
一
七
四
八
］
刊
、植
村
藤
右
衛
門
他
。
菊
屋
喜
兵
衛
求
版
本
は
、明
和
七
年
［
一
七
七
〇
］
刊
）
の
挿
絵
を
、京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）

絵
本
双
乃
岡
』
上
巻
の
表
紙
見
返
し
（
図
1
）
と
比
較
の
た
め
、
掲
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
『
絵
本
花
紅
葉
』（
菊

屋
求
版
本　

7 21

・8/N
83　

高
村
光
雲
旧
蔵
本
）
三
丁
表
（
図
2
）
を
掲
出
し
た
。

　

図
1
、
図
2
の
、
菅
笠
を
か
ぶ
っ
た
女
性
、
お
よ
び
、
下
女
ら
し
き
女
性
に
つ
い
て
、
画
風
の
類
似
が
認
め
ら
れ
、『（
見
返
し
付
）
絵
本
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図 1　京女大本『（見返し付）絵本双乃岡』上巻巻頭

図 2　京女大本『絵本花紅葉』 3オ
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双
乃
岡
』
上
巻
の
表
紙
見
返
し
は
、
祐
信
が
描
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
見
返
し
の
挿
絵
を
祐
信
に
要
請
し
た
の
は
、
元
文
二

年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
や
、
挿
絵
丁
の
み
を
集
成
し
た（
2
）の
『
絵
本
双
乃
岡
』
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
、
菊
屋
と
見
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
版
元
が
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
と
と
も
に
、
こ
の
見
返
し
の
板
木
も
菊
屋
か
ら
求
版
し
て
出

版
し
た
の
が
、
現
存
の
京
女
大
本
・
蒲
原
氏
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
出
版
史
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
出
版
史
に
お
け
る
新
た
な
一
形
態
を
示
す
資
料
で
あ

る
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』（
以
下
、
特
に
必
要
が
な
い
限
り
「
蒲
原
氏
本
」
と
冠
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
）
の
出
版
が
、

い
つ
頃
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
推
測
し
て
み
た
い
。

　

三　

元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
出
版
史

　

元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
出
版
史
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
大
学
図
書
館
第
119
回
貴
重
書
展
「
見
る
・
読
む
・
比
べ
る
Ⅱ
─
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
よ
る
古
典
籍
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
」（
平
成
20
年
6
月
17
日
～
同
年
7
月
12
日
）「［
Ⅱ
］
徒
然
草
の
版
本（

（
（

」（
2
、
3

頁
）
の
展
示
解
説
が
参
考
に
な
る
。
次
に
、
展
示
解
説
よ
り
引
用
す
る
（
3
Ａ
～
3
Ｄ
は
展
示
番
号
）。

　
　

3
Ａ　

徒
然
草　

寛
文
7
年
（1667

）
刊　

2
巻
2
冊　

大
本

　
　

3
Ｂ　

徒
然
草　

元
文
2
年
（1737

）
京
・
菊
屋
喜
兵
衛
・
求
版
後
印　

2
巻
2
冊　

大
本

　
　

3
Ｃ　

徒
然
草　

元
文
2
年
（1737

）
京
・
菊
屋
喜
兵
衛
・
求
版
後
修　

2
巻
2
冊　

大
本　
　

　
　

3
Ｄ　

徒
然
草　
［
江
戸
後
期
］
大
坂
・
敦
賀
屋
九
兵
衛
・
後
修
本
求
版
後
印　

2
巻
2
冊　

大
本

　

こ
こ
に
挙
げ
た
4
点
は
、
同
じ
版
木
を
100
年
以
上
に
わ
た
っ
て
使
い
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
Ｃ
は
Ｂ
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ
が
、
上
巻
冒
頭
4
丁
分
（
恐
ら
く
版
木
1
枚
分
）
は
覆
刻
（
か
ぶ
せ
彫
り
）
で
新
し
く
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
第
4
丁
ウ
ラ
2
行
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目
「
べ
か
め
れ
」
に
「
べ
か
ン
め
れ
」
と
撥
音
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
加
え
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
冒
頭
の
み
を
改
版
し
た
の
は
、

全
体
を
新
刊
に
見
せ
か
け
る
策
略
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ｄ
は
Ｃ
の
後
印
で
あ
る
が
、
刊
記
の
書
林
名
を
削
除
、
下
巻
末
尾
に
敦
賀
屋
九
兵
衛
の
広
告
を
1
丁
加
え
て
い
る
。

　

以
上
の
解
説
で
は
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
に
つ
い
て
、
三
段
階
の
出
版
の
過
程
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鶴
見
大
学
図
書
館
に
て
、

3
Ａ
～
3
Ｄ
の
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
3
Ｂ
「
求
版
後
印
」
本
と
3
Ｃ
「
求
版
後
修
」
本
の
違
い
が
、
右
記
の
解
説
の
指
摘
以
外
に
、
今

一
点
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、3
Ｂ
「
求
版
後
印
」
本
上
巻
第
一
丁
裏
十
一
行
目
の
「
品
」
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、3
Ｃ
「
求

版
後
修
」
本
第
一
丁
裏
十
一
行
目
の
「
品し
な

」
に
は
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
も
、
二
本
の
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
区
別
す
る
た
め
に
、「
京
女
大

ａ
本
」「
京
女
大
ｂ
本
」
と
す
る
。
京
女
大
ａ
本
（9 14

・45/Y
86/1､

2

）
は
、
上
記
の
法
則
を
あ
て
は
め
る
と
、「
求
版
後
印
」
本
で
あ
り
、

京
女
大
本
『
つ
れ
づ
れ
草
』
ｂ
本
（9 14
・45/Y

86/1､
2

）
は
、「
求
版
後
修
」
本
と
認
定
さ
れ
る
。「
求
版
後
修
」
本
で
あ
る
京
女
大
ｂ

本
の
下
巻
第
五
十
五
丁
に
一
丁
分
の
蔵
版
目
録
が
付
さ
れ
、
第
五
十
五
丁
表
冒
頭
に
「
絵
本
類
書
目　

京
寺
町
松
原
下
ル
町
菊
屋
喜
兵
衛
」

と
あ
る
。
蔵
版
目
録
は
前
掲
松
平
論
文
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」
で
は
、「
安
永
初
年
」（
11
頁
）
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
「
六
三
点
三
段

二
頁
目
録
」（
11
頁
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
と
、
蔵
版
目
録
中
、
初
版
年
が
最
も
新
し
い
「
伊
呂
波
歌
絵
鈔　

全
部
三
冊　

下
河
辺
拾
水
」
が
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
初
版
で
あ
る
の
で
、
京
女
大
ｂ
本
は
、
そ
の
頃
に
菊
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
例
よ
り
、
少
な
く
と
も
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
「
求
版
後
修
」
本
は
、
安
永
四
年
頃
時
点
に
お
い
て
は
、
ま
だ
菊
屋
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
鶴
見
大
学
図
書
館
の
3
Ｄ
（
以
下
「
鶴
見
大
Ｄ
本
」
と
す
る
）
は
、
大
坂
の
敦
賀
屋
九
兵
衛（

（
（

が
、
菊
屋
か
ら
、「
求
版
後
修
」

本
を
求
版
し
て
出
版
し
た
「
後
修
本
求
版
後
印
」
本
で
あ
る
。
鶴
見
大
Ｄ
本
は
、
版
元
が
削
ら
れ
た
刊
記
の
状
況
か
ら
し
て
も
、
京
女
大
本
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『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
と
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
、
特
に
注
目

さ
れ
る
。
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
も
、
第
一
丁
裏

十
一
行
目
の
「
品し
な

」
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
第
四
丁
裏
二
行
目
「
べ

か
ン
め
れ
」と
あ
り
、刊
記
の
版
元
部
分
を
削
っ
た「
後
修
本
求
版
後
印
」

本
と
認
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、鶴
見
大
Ｄ
本
と
京
女
大
本『（
見
返
し
付
）

絵
本
双
乃
岡
』
の
刊
記
を
比
較
し
て
み
る
。
な
お
、
参
考
に
、
京
女
大

ａ
本
、
京
女
大
ｂ
本
の
刊
記
も
挙
げ
る
。

　

京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』（
図
6
）
で
は
、
刊
記
を

囲
ん
だ
枠
の
右
に
一
箇
所
、
お
よ
び
、
左
の
匡
郭
に
二
箇
所
欠
損
が
見

ら
れ
る
。
鶴
見
大
Ｄ
本
（
図
5
）
で
も
、
同
様
に
刊
記
を
囲
ん
だ
枠
の

右
に
一
箇
所
、
お
よ
び
、
左
の
匡
郭
に
二
箇
所
欠
損
が
見
ら
れ
る
（
写

真
で
は
左
の
匡
郭
上
方
の
欠
損
は
見
え
な
い
が
、
原
本
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、欠
損
が
見
出
せ
た
）。
ち
な
み
に
、京
女
本
ａ
本
（
求
版
後
印
本
）

（
図
3
）
で
は
、
刊
記
を
掲
載
し
た
丁
の
匡
郭
に
は
欠
損
は
な
く
、
安

永
四
年
頃
刊
行
さ
れ
た
京
女
本
ｂ
本
（
求
版
後
修
本
）（
図
4
）
で
は
、

匡
郭
に
二
箇
所
の
欠
損
が
見
ら
れ
る
が
、
刊
記
の
枠
の
欠
損
は
ま
だ
見

ら
れ
な
い
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』

図
3　

京
女
大
ａ
本
（
求
版
後
印
本
）
刊
記

図
4　

京
女
大
ｂ
本
（
求
版
後
修
本
）
刊
記

図
6　

京
女
大『（
見
返
し
付
）絵
本
双
乃
岡
』（
後
修
本
求
版
後
印
本
）刊
記

図
5　

鶴
見
大
Ｄ
本
（
後
修
本
求
版
後
印
本
）
刊
記
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は
、
鶴
見
大
Ｄ
本
と
、
刊
記
や
刊
記
を
掲
載
し
た
丁
の
匡
郭
の
欠
損
状
況
も
類
似
し
て
お
り
、
両
者
の
出
版
時
期
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
出
版
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
鶴
見
大
Ｄ
本
巻
末
に
付
さ
れ
た
敦
賀
屋
九
兵

衛
の
広
告
で
あ
る
。
前
記
の
展
示
解
説
で
は
、
広
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
次
節
で
は
、
こ
の
広
告
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
。

四　

敦
賀
屋
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
と
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
の
出
版
時
期

　

鶴
見
大
Ｄ
本
の
刊
記
の
後
の
巻
末
（
第
五
十
五
丁
）
に
、「
文
海
堂
蔵
書
予
顕
目
録　

大
阪
心
斎
橋
南
二
町
目　

敦
賀
屋
九
兵
衛
」
と
し

て
一
丁
分
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
十
七
点
の
書
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
十
七
点
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
広
告
文
は
省
略
し
、
便
宜

上
番
号
を
付
す
）。

①
「
歌
枕
秋
の
寝
覚　

有
賀
長
伯
著　

小
本
二
冊
」、
②
「
同　

増
補　

三
冊
」、
③
「
同　

正
誤　

萩
原
元
尭
著　

一
冊
」、
④
「
名

所
つ
い
ま
つ　

加
藤
景
範
著　

一
冊
」、
⑤
「
草
庵
和
歌
集
類
題　

小
本　

一
冊
」、
⑥
「
同　

巻
懐
形　

薄
用
摺　

一
冊　

寸
珍
本　

薄
用
摺　

一
冊
」、
⑦
「
同　

拾
遺　

一
冊
」、
⑧
「
同　

諺
解　

梅
月
堂
著　

全
二
十
冊
」、
⑨
「
同　

類
句
類
題　

未
刻
」（
以
上
第

五
十
五
丁
表
）、
⑩
「
勢
語
古
意　

賀
茂
真
淵
著　

上
田
秋
成
校
正　

七
冊
」、
⑪
「
古
今
和
歌
集
打
聴　

同
著　

同
校
正　

廿
冊
」、

⑫
「
同　

鄙
こ
と
葉　

尾
崎
雅
嘉
著　

二
冊
」、
⑬
「
同　

両
序
之
部　

同
著　

一
冊
」、
⑭
「
自
讃
歌
注　

一
冊
」、
⑮
「
和
歌
麓
の

塵　

有
賀
長
伯
著　

三
冊
」、
⑯
「
百
人
一
首
棊
箭
抄　

北
村
季
吟
著　

二
冊
」、
⑰
「
同　

ひ
と
よ
か
た
り　

尾
崎
雅
嘉
著　

一
名
ひ

な
こ
と
葉　
　

五
冊
」（
以
上
第
五
十
五
丁
裏
）

　

こ
の
内
、
初
版
年
を
確
認
で
き
る
書
で
、
最
も
新
し
い
も
の
が
⑫
『
古
今
和
歌
集
鄙
こ
と
葉
』
の
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
で
あ
る
。
ま

た
、⑰
は
、尾
崎
雅
嘉
『
百
人
一
首
一ひ
と
よ
が
た
り

夕
話
』（
天
保
四
年
［
一
八
三
三
］
刊
）
九
冊
本
の
成
立
に
関
わ
る
未
刊
の
一
書
と
し
て
、管
宗
次
「
尾
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崎
雅
嘉
自
筆
『
百
人
一
首
一
夕
話
』
の
成
立
」（『
武
庫
川
国
文
』
44
、
平
成
6
・
12
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
管
論
文
で
は
、
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
九
月
版
の
尾
崎
雅
嘉
『
和
歌
呉
竹
集
』
の
巻
末
に
敦
賀
屋
九
兵
衛
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
、「
百
人
一
首

ひ
と
よ
か
た
り　

尾
崎
雅
嘉
著　

一
名
ひ
な
こ
と
葉　
　

五
冊
」（
41
頁
）
と
見
え
る
こ
と
、
お
よ
び
、
尾
崎
雅
嘉
の
『
群
書
一
覧
』（
享
和

元
年
［
一
八
〇
一
］
出
版
）
巻
四
に
、「
百
人
一
首
ひ
な
こ
と
ば　

四
巻　

尾
崎
雅
嘉
」（
42
頁
）
と
あ
り
、『
和
歌
呉
竹
集
』
の
広
告
の
「
百

人
一
首
ひ
と
よ
か
た
り
」
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
管
論
文
で
は
、
四
巻
本
の
成
立
を
、
寛
政
八
年
八
月
以
前
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。

　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
九
月
版
の
『
和
歌
呉
竹
集
』
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
（
（

」
で
は
、
所
蔵
先
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
管
論
文
の
指
摘
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
限
り
で
の
推
測
に
な
る
が
、
⑰
の
広
告
を
載

せ
る
鶴
見
大
Ｄ
本
は
、
寛
政
八
年
～
寛
政
十
二
年
頃
、
つ
ま
り
、
寛
政
末
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た（

（
（

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
鶴

見
大
Ｄ
本
が
、
寛
政
末
年
頃
出
版
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
菊
屋
は
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
板
木
を
、
寛
政
末
年
頃
に
は
、
敦
賀
屋

に
譲
渡
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
に
は
、
版
元
に
関
わ
る
情
報
は
一
切
な
い
が
、
鶴
見
大
Ｄ
本
と
、

刊
記
や
、
刊
記
を
掲
載
し
た
丁
の
匡
郭
の
欠
損
状
況
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
、
寛
政
末
年
頃
に
大
坂
の
敦
賀
屋
九
兵
衛
で
出

版
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
る
。

五　

菊
屋
と
敦
賀
屋
に
お
け
る
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
出
版
の
意
図

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
元
文
二
年
版
・
祐
信
画
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
出
版
史
を
改
め
て
整
理
し
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、『（
見
返
し

付
）
絵
本
双
乃
岡
』
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
出
版
さ
れ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。

　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）　
　

菊
屋
が
、
寛
文
七
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
に
祐
信
画
を
新
刻
・
挿
入
し
て
出
版
（
求
版
後
印
本
）。
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元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
頃　

菊
屋
が
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
よ
り
祐
信
の
挿
絵
丁
の
み
集
成
し
て
、
一
冊
本
の
『
絵
本
双
乃

岡
』
を
出
版
。

　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）　
　

祐
信
没
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
菊
屋
の
要
請
で
、「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
た
見
返
し

の
挿
絵
を
、
祐
信
が
描
い
た
か
（
出
版
時
期
は
後
述
）。

　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃　

こ
の
頃
、
ま
だ
、
菊
屋
が
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』（
求
版
後
修
本
）
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　

寛
政
末
年
（
一
八
〇
〇
）
頃　

敦
賀
屋
が
、
菊
屋
か
ら
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
を
求
版
し
て
出
版
（
後
修
本
求
版
後
印
本
）。

同
じ
く
鶴
屋
か
ら
、
上
巻
表
紙
見
返
し
を
付
け
た
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』（
後
修
本
求
版
後
印
本
）

つ
ま
り
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
も
出
版
か
。

　

さ
て
、
第
二
節
で
、『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
の
見
返
し
の
絵
を
、
菊
屋
の
要
請
に
よ
っ
て
祐
信
が
描
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
見
返
し
が
、
当
初
、
一
冊
本
の
『
絵
本
双
乃
岡
』
出
版
時
に
見
返
し
と
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
現
存
の
二
本
（
ア
ル
バ
ー
ト
本
と
日
大
本
）
に
は
、
見
返
し
が
付
い
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
、

菊
屋
の
刊
記
を
持
つ
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
に
見
返
し
が
付
い
た
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
祐
信
が
没
す
る
寛
延
三
年
ま
で
に
は
、
菊
屋
が
祐
信
に
「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」「
西
川
祐
信
図
」
と
記
し
た
見
返
し

の
挿
絵
を
要
請
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
現
存
し
な
い
も
の
の
、
菊
屋
の
段
階
で
も
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
上
巻
に
見
返

し
を
付
け
て
出
版
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
出
版
を
し
た
菊
屋
の
意
図
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。
第
一
節

で
引
用
し
た
辻
論
文
で
は
、
蒲
原
氏
本
の
上
巻
表
紙
の
見
返
し
に
つ
い
て
、
一
冊
本
の
『
絵
本
双
乃
岡
』
宣
伝
す
る
「
広
告
と
し
て
利
用
さ

れ
た
」
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
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今
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
当
初
は
、
挿
絵
の
画
家
が
祐
信
で
あ
る
こ
と
を
明
示
せ
ず
に
売
り
出
し
た
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草（

（
（

』
に
、

「
西
川
祐
信
図
」
と
明
示
し
た
見
返
し
を
付
け
る
こ
と
で
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
挿
絵
も
、
人
気
絵
師
祐
信
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
標
榜
し
、
よ
り
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

前
掲
松
平
論
文
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」
で
は
、
祐
信
が
挿
絵
を
描
い
た
本
の
内
、「
読
む
事
に
重
点
の
あ
る
書
物
で
は
挿
絵
師
の

名
を
記
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
」（
5
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、『
絵
本
徒
然
草
』
三
巻
（
元
文
五
年
［
一
七
四
〇
］
刊　

菊

屋
喜
兵
衛　

所
見
本
は
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本　

9 14

・45/N
83

）
と
『
絵
本
垣し
の
ぶ
ぐ
さ

衣
草
』
三
巻
（
寛
延
三
年
［
一
七
五
〇
］
刊　

菊
屋

喜
兵
衛　

所
見
本
は
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本　

7 21

・8/N
83/1

～ 3

）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、『
徒
然
草
』
か
ら
特
定
の
章
段
を
抜
粋
し
て
、

そ
の
本
文
を
引
用
し
た
（『
絵
本
徒
然
草
』
は
適
宜
省
略
し
て
引
用
）
同
じ
丁
に
、
時
に
当
世
風
の
絵
も
ま
じ
え
た
祐
信
の
挿
絵
を
掲
載
し

た
も
の（
（1
（

で
、
祐
信
の
挿
絵
を
主
体
と
し
た
絵
本
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
も
、
第
三
巻
の
巻
末
に
、
画
家
が
祐
信
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。
そ
れ
に
比
し
て
、『
徒
然
草
』
の
全
章
段
を
収
め
た
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
は
、
本
文
が
主
体
の
本
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
、

特
に
、
祐
信
画
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
京
都
の
吉
野
屋
藤
兵
衛
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
上
下
巻
（
延
享
四
年
［
一
七
四
七
］
出
版　

所
見
本
は
京
都
女
子
大

学
図
書
館
蔵
本　

9 13

・32/169/1､
2

）
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
全
章
段
の
本
文
に
、
祐
信
画
の
挿
絵
丁
を
挿
入
し
た
本
で
あ
る
が
、
下
巻

巻
末
の
刊
記
に
は
、「
画
工　

文
花
堂　

西
川
右
京
祐
信
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
祐
信
晩
年
の
延
享
頃
に
は
、
版
元
も
、
人
気
絵
師
祐
信

の
高
名
を
利
用
す
る
た
め
、
本
文
主
体
で
あ
っ
て
も
、
祐
信
の
名
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
菊
屋

が
「
西
川
祐
信
図
」
と
明
記
し
た
見
返
し
を
付
け
た
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
を
出
版
し
た
の
も
、
吉
野
屋
の
『
伊
勢
物
語
』
出
版
と

同
時
期
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
の
見
返
し
に
は
、
祐
信
の
名
前
を
標
榜
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
冊
本
の
『
絵
本
双
乃
岡
』
と
同
名
の
題
を
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記
す
こ
と
で
、『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
が
、『
徒
然
草
』
の
本
文
と
と
も
に
、
祐
信
の
挿
絵
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
祐
信
絵
本
」

で
も
あ
る
の
だ
と
い
う
商
品
価
値
を
宣
伝
す
る
機
能
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
政
末
年
頃
に
、
お
そ
ら
く
敦
賀
屋
が
、
菊
屋
か
ら
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
と
、
見
返
し

の
板
木
を
求
版
し
て
出
版
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
が
、
現
存
す
る
蒲
原
氏
本
や
京
女
大
本
の
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

松
平
進
「
古
典
の
大
衆
化
と
祐
信
絵
本
」（
注
3
に
同
じ
）
に
お
い
て
、
菊
屋
が
、
祐
信
没
後
約
五
十
年
程
経
た
寛
政
末
年
に
は
、
祐
信

絵
本
の
ほ
と
ん
ど
の
板
木
を
入
手
し
て
版
権
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
67
、
68
頁
）。
し
か
し
、
足
立
賀
奈
子
「
菊
屋

喜
兵
衛
の
研
究
」（
注
3
に
同
じ
）
で
は
、
菊
屋
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
～
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
頃
に
は
、
祐
信
絵
本
に
代
わ
っ

て
仏
書
の
出
版
へ
と
転
じ
た
こ
と
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
～
文
政
期
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
に
は
、
仏
書
の
代
わ
り
に
、
往
来

物
や
地
図
・
地
誌
な
ど
が
増
え
始
め
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
38
～
74
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
寛
政
末
年
を
境
に
、
菊
屋
の
出
版
傾
向

が
変
化
し
て
い
っ
た
た
め
に
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
な
ど
の
板
木
を
、
大
坂
の
敦
賀
屋
な
ど
に
譲
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
掲
松
平
論
文
「
古
典
の
大
衆
化
と
祐
信
絵
本
」
で
は
、
寛
政
末
年
以
降
、
菊
屋
以
外
の
版
元
に
お
い
て
見
ら
れ
た
「
祐
信
人
気
に
あ
や

か
ろ
う
と
う
す
る
」（
69
頁
）
祐
信
絵
本
の
出
版
の
事
例
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
出
版
が
見
ら
れ
た
時
期
に
、
大
坂
の
版
元
で

あ
る
敦
賀
屋
が
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
を
販
売
す
る
に
あ
た
り
、「
西
川
祐
信
図
」「
絵ゑ

本ほ
ん

／
双な
ら
び

乃
岡を
か

」
と
記
し
た
見
返
し
は
、
き

わ
め
て
有
効
な
宣
伝
ア
イ
テ
ム
と
し
て
機
能
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
、
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
を
紹
介
し
、
そ
の
出
版
時
期
や
版
元
を
推
測
す
る
と
と
も
に
、
元
文
二
年
版
『
つ
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れ
づ
れ
草
』
に
見
返
し
が
付
け
ら
れ
た
意
図
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
京
女
大
本
『（
見
返
し
付
）
絵
本
双
乃
岡
』
は
、元
文
二
年
版
『
つ

れ
づ
れ
草
』
の
出
版
史
に
お
け
る
新
た
な
一
形
態
を
示
す
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
祐
信
作
画
本
の
息
の
長
い
人
気
や
、
そ
れ
を
、
よ
り
多
く

の
購
買
者
に
宣
伝
し
よ
う
と
す
る
版
元
の
意
図
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）　

西
川
祐
信
の
先
行
研
究
に
関
し
て
は
、
石
上
阿
希
編
『
西
川
祐
信
を
読
む　

西
川
祐
信
研
究
会
論
文
集
』（
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
、
平
成
25
・
3
）
所
収
、
石
上
阿
希
編
「
西
川
祐
信
参
考
文
献
目
録
（
稿
）」
119
～
126
頁
な
ど
参
照
。　

（
2
）　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
神
奈
川
芸
術
祭
特
別
展　

徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
昭
和
61
・
10
）
所
収
、
高

橋
秀
栄
「
絵
入
本
徒
然
草
の
普
及
」
84
、
85
頁
な
ど
参
照
。

（
3
）　

松
平
進
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」
10
～
12
頁
（『
浮
世
絵
芸
術
』
53　

日
本
浮
世
絵
学
会　

昭
和
52
・
9
）、
松
平
進
「
古
典
の
大
衆

化
と
祐
信
絵
本
」
67
～
70
頁
（『
文
学
』
49　

昭
和
56
・
11
）、
足
立
賀
奈
子
「
菊
屋
喜
兵
衛
の
研
究
」
21
～
28
頁
（
日
下
幸
男
編
『
文
庫
及

び
書
肆
の
研
究
』　

龍
谷
大
学
文
学
部
日
下
幸
男
研
究
室　

平
成
20
・
3
）
な
ど
参
照
。

（
4
）　

表
紙
見
返
し
に
見
え
る
「
兼
好
法
師
旧
跡
」
は
、
第
一
節
前
掲
辻
論
文
56
頁
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
見
返
し
の
題
に
あ
る
「
双

乃
岡
」
に
あ
っ
た
兼
好
の
庵
を
指
す
。
兼
好
が
京
都
仁
和
寺
の
ほ
と
り
の
双
の
岡
に
庵
を
結
び
、
無
常
所
を
設
け
、
桜
を
植
え
た
こ
と
は
、

閑
寿
『
兼
好
諸
国
物
語
』
巻
四
第
十
九
条
、第
二
十
一
条
（
宝
永
三
年
［
一
七
〇
六
］
刊　

川
平
敏
文
編
注
『
近
世
兼
好
伝
集
成
』
122
～
127
頁
、

132
、
133
頁
、
平
凡
社
、
平
成
15
・
9
）
な
ど
、
江
戸
時
代
の
兼
好
伝
に
も
見
え
る
。

（
5
）　http://library.tsurum

i-u.ac.jp/library/tenji/20080617_119th/kichoshoten_no119.pdf

（
6
）　

敦
賀
屋
九
兵
衛
は
、
文
海
堂
、
松
村
氏
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
一
月
、
大
坂
未
公
認
本
屋
仲
間
二
十
四
件
の
内
の
一
店
。
元
禄

頃
か
ら
明
治
ま
で
活
動
。
塩
村
耕
編
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成　

翻
刻
・
校
異
・
解
説
・
索
引
篇
』（
和
泉
書
院　

平
成
11
・
2
）
所
収
「
二
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［
解
説
補
稿
］
初
期
大
坂
の
出
版
界
に
つ
い
て　

付
、
元
禄
末
年
以
前
の
大
坂
版
元
と
出
版
物
一
覧
」
651
、
666
頁
、
井
上
隆
明
編
『
日
本
書

誌
学
大
系
76　

改
訂
増
補
近
世
書
林
版
元
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店　

平
成
10
・
2
）
482
頁
な
ど
参
照
。

（
7
）　http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/about.htm

l

（
平
成
27
年
11
月
28
日
閲
覧
）。

（
8
）　

な
お
、
鶴
見
大
Ｄ
本
の
敦
賀
屋
九
兵
衛
広
告
⑤
に
も
書
名
が
見
え
る
『
草
庵
和
歌
集
類
題
』（
船
橋
図
書
誌　

国
文
学
研
究
資
料
館
「
所

蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.ac.jp/~w

akosyo　

平
成
27
年
11
月
28
日
閲
覧
）
も
、
鶴

見
大
Ｄ
本
と
全
く
同
じ
広
告
を
持
つ
。
同
書
に
は
、
安
永
四
年
の
刊
記
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
寛
政
末
年
頃
の
後
印
本
で
あ
ろ
う
。

（
9
）　

河
野
記
念
文
化
館
蔵
の
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』（
求
版
後
修
本
）
下
巻
巻
末
の
「
菊
秀
軒
蔵
板　

雑
書
目
録
」
と
あ
る
菊
屋
の
蔵

版
目
録
に
「
つ
れ
〳
〵
草　

西
川
祐
信
画
入　

大
字　

二
冊
」
と
あ
り
、
元
文
二
年
版
『
つ
れ
づ
れ
草
』
の
絵
師
が
、
祐
信
で
あ
る
こ
と
を

示
す
資
料
は
見
出
せ
る
。
こ
の
蔵
版
目
録
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
仲
町
啓
子
「
西
川
祐
信
筆
絵
本
徒
然
草
と
十
七
、八
世
紀
の
徒
然
草
絵
─

西
川
祐
信
研
究
（
一
）
─
」
42
頁
（『
実
践
女
子
大　

美
学
美
術
史
学
』
3　

昭
和
63
・
3
）
に
指
摘
が
あ
り
、
稿
者
も
国
文
学
研
究
資
料

館
の
マ
イ
ク
ロ
（
函
号　

315
・
476
）
で
確
認
し
た
。

（
10
）　

祐
信
が
『
徒
然
草
』
を
特
に
好
ん
で
絵
本
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、小
池
藤
五
郎
「
絵
本
文
学
の
大
家
西
川
祐
信
と
徒
然
草
」（『
か
が
み
』

2　

財
団
法
人　

大
東
急
記
念
文
庫　

昭
和
34
・
8
）、
注（
3
）前
掲
松
平
論
文
「
古
典
の
大
衆
化
と
祐
信
絵
本
」
61
～
63
頁
、
注（
9
）前

掲
仲
町
論
文
な
ど
参
照
。

（
付
記
）　

小
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
、
鶴
見
大
学
図
書
館
、
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
な
ど
の
諸
機
関
に
、
多
大
な
る

ご
高
配
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
本
学
教
授
）


